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あるひ、はなちゃんは

 ふしぎな もりで おさんぽをしていました。

すると、キラキラひかる おみせを みつけました。

「パンやさん？ でも、みせのなまえが……」

『ねがいごとの パンやさん』

「ねがいごと？ パンに？」



おみせのまえには、
どうぶつさんたちが ならんでいます。

キツネさんは
「はやく はしれるパンをください！」

 パンをもらうと、しゅっ！と かけていきました。

リスさんは
「おおきな くりのパンが ほしいな」

 とびはねながら、パンを だっこしています。

「わあ、ほんとに ねがいが かなってるみたい！」



はなちゃんの ばんがきました。

おみせのひとは やさしいこえで ききます。

 「どんなパンが ほしいのかな？」

はなちゃんは すこし かんがえて、いいました。

「だいすきなひとと いっしょに たべる
 メロンパンが ほしいです」



すると、ふわ～っと 
あたたかい かぜがふいて、

ポンッ！と
 きいろく まるい メロンパンが 

あらわれました。

ふくろには、かわいい もじが かいてあります。

『だいすきなひとと たべてね』

「わあ、いい におい！」



おうちに かえると、
 はなちゃんは おかあさんに 
メロンパンを わたしました。

「いっしょに たべようね」

ふたりで わけっこして、にっこり にっこり。

「おいしいね」

 「はなちゃんの ねがいが こもってるからね」


